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植物防疫基礎講座
農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (37)

天 敵 生 物 : チ リ カ ブ リ ダ ニ
ね

埼玉県農林総合研究セ ンター園芸支所生物機能担当 キ艮 本
ひさ し
久

は じ め に

天敵が実用化されて間もな い1970 年代初頭の西ヨー

ロッパでは， 少数種の天敵が使えるようになったが， 天
敵で対応できない病害虫には薬剤を用いた。 しかし， 薬

剤によっては天敵への影響が強く天敵が死んでしまうた
め， 薬剤の影響の度合いに関する情報が必要になった。
1974 年に酋ヨーロッパ各国の研究者たちは有用天敵へ

の薬剤の影響の調査を共同して行う事を決めた。 多種類
の薬剤の影響調査が精力的に行われ， 現在では薬剤が天
敵に与える影響の調査法が確立されている。 このグルー
プは， IOBC (国際生物的防除機構) 西ヨーロッパ地区
の「農薬と益虫Jの ワ ーキンググループとして活動して
いて， 試験法やその結果の評価を検討するための会議が
毎年聞かれている。

チリカ プリタ。ニは， 日本やヨーロッパでは施設で使わ

れる天敵資材である。 薬剤は天敵資材が使われる場面で

悪影響が無ければよいので， 使用場面を想定した試験が
必要である。 表1に， 調査に必要な知識の体系を示し

た。 I および2 に示す天敵の害虫個体群への役割がわか
っていることは必須の条件である。日本では， 一部の天
敵資材を除きこの部分のデータの蓄積が少ない。 ここで
は， 西ヨーロッパにおける天敵の飼育法， 並 び、に， 実験
室， 半野外および野外での計画と処理方法， およびテス

表 - 1 農薬が天敵 に 与 え る 影響評価の た め に必要 な知識

1 .  総合的害虫管理 に お け る 天敵の役割lの知識
2 .  害虫個体群 と 天敵個体群の変動要因 の知識
3. 寄生者， 捕食者お よ び寄生菌の生物学 お よ び農薬散布 と の関

連 に 関 す る 知識
4 .  天敵の採集 お よ び飼育法 に 関 す る 知識
5 .  実験室， 半野外お よ び野外 に お け る 計画 と 処理法に関す る 知

識
6 .  テ ス ト 結果の評価 に 関 す る 知識

Methods for the Measurement of Susceptibi l ity of Agricul. 
tural Insect Pests and N atural Enemies to Pesticides. 
Phytoseiulus persimilis. By Hisashi NEMOTO 

( キ ー ワ ー ド : 薬剤影響， 検定法， 薬剤影響評価， 天敵， カ プ リ
ダニ， チ リ カ プ リ ダニ )

ト結果の評価方法について紹介する。

I カ ブ リ ダ ニ に対す る 薬剤影響の段階別試験

手順 お よ び評価基準

薬剤が天敵や粉送者などの益虫に与える悪影響は， 致
死に至る急性毒性と致死量以下の残留物による行動およ
び生理活性への悪影響に分けられる(GREATHEAD， 1995)。

図 1 は薬剤の捕食寄生者への亜致死効果につ いてみた
ものであるが(E LZEN ， 1989)， チリカ プリダニのような

捕食者であっても同様な考え方が適用できる。 表2 は

より具体的な天敵への薬剤の影響試験を行う時に考慮し
なければならな い 点を示した。 すなわち， 天敵種の選
択， 検定天敵のステージと性， 農薬の処理法， 評価する
ための生活史ノ fラメータ， 圃場検定における試験区の規

模， 農薬の剤型と施用量などである。 施設栽培で使用さ
れる天敵資材はあらかじめ決められているので天敵種の

選択の問題は無い。 亜致死効果試験および薬剤の剤型や

作用機構によっては， 試験方法が確立していない場合が
ある。

チリカ プリダニにつ い ては， E P P O (E P P O ，  1990) 
の試験法が示されて いる(図-2)0 0 段階( レベル 0) で

は試験法の検討が行われる。活性， 作用機作， 薬剤の特

捕食寄生者個体喜平の減少

図 - 1 農薬の捕食寄生者へ の 影響 (ELZEK . 1989 を 改変)

一一 28 一一一



天敵生物 : チ リ カ プ リ ダニ 381 

表 - 2 天敵への薬剤の影響評価で考慮すべ き 事項
(RUBERSON et al . ，  1998) 

生物検定の設計上
考慮す る 問題

1 天敵種の選択

2 検定天敵の

考慮すべ き 事項

シ ス テ ム 内 に お け る 相対的重要性
シ ス テ ム の 天敵ギ ル ド の代表者
既知の他の農薬への感受性
残留物 と 接触可能な活動 ス テ ー ジ

ス テ ー ジ と 性 潜伏 ま た は保護 さ れて い る ス テ ー ジ
性 に 特有な感受性

3 . 農薬の処理法 直接的 な局所施用
基質上の残留物 と の接触
薬 剤 を 含有 し た 被食者お よ び寄主組織の
摂取
薬剤 を 含有 し た の植物生成物の摂取 (花
蜜， 花粉， 樹液)

4 評価す る た め の 生存率
生活史ノ f ラ メ ー タ 寿命

発育期間
産卵数/生殖能
捕食お よ び寄生率
探索行動 お よ び速度
分散能力/移動
呼吸速度
個体群の増殖/減少

5. 圃場検定 に お け る 天敵の分散能力
試験区の規模 処理区間の距離

飛散の危険
6 農薬の 剤型 と 施 用 量 (茎葉散布， 植 え 穴 処 理 な ど の

施用量 別)
適用濃度の範囲
環境中での希釈
適用病害虫 お よ び適用作物 に 届 い て い る
量
飛散の 危険

徴か ら 試験手順が適切であるかどうか検討する。 必要な

場合試験法の変更等も行う。 土壌処理剤や神経毒以外の
作用機作の薬剤ではこの方法では試験できない。 第 l 段
階(レベルI) では， 葉面に処理された薬剤の接触毒性
を感受性の高い発育段階である僻化48 時間経った幼・
若虫の死亡率と成虫の産卵数か ら意志決定を行う。 結果

が， 30 %以下であれば “影響無し七 99 %以上であれば
“強い悪影響有り" ということになる。 30 %以上 99 %以

下の時に第2 段階( レベルII) に進む。 ここでは， 散布

3 日 後の残 留 毒性を I 段階と同様な方法で調査する。
30 %以上は， “強い悪影響有り" になるが， 30 %以 下は

第3 段階( レベルIII) の野外試験(施設栽培) に進む。
第3 段階では， 被食者には影響が無くチリカプリダニに
は強い悪影響があるものと， チリカ プリダニに全く影響

がない対照薬剤区を設ける。 無害対照はEU では ピ リミ
カープなどの薬剤を選択している。 野外試験の結果を無
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設 問 意志決定
レベル O

> 低毒性薬剤
(例 : ピ リ ミ カ ー プ)

く 低毒性薬剤j
(例 : ピ リ ミ カ ー プ)

図 - 2 チ リ カ プ リ ダニ に対す る 薬剤影響の段階別評価基準
お よ び手順 (OOMEN et al . ，  1991 を 改変)

害対照と比較して， 無害対照以下の場合は “影響なしじ"
無害対照よりも{値直が大きい場合は “"5強皇釦しい当悪影響有 り1) " と
判定される。 この他に， BAKKER ら (1992) のガラス試
験装置を用いた試験法があるが， 試験の手順と評価法は

EP P O  (1990 ) と は 若 干 異 な る。 筆 者 は， EP P O  

(1990) の方法は逃亡したダニをどう評価するかとの問

題はあるものの， 試験装置の扱いやすさや安価さの観点
から O OMEN ら の方法の方が扱いやすいので， この方法
を紹介する。 表ー3 は殺虫および殺ダニ剤のチリカ ブリ
ダニに対する影響を調査したものである。

E 供試ダ ニ の飼育

餌となるナミハダニの飼育 : インゲン(本金時) など

の豆類を週に2 度の割合で施設内のポットに蒔く。 子葉
が展葉したポットは， 6�12 ポット単位でナミハダニ飼
育施設内に設置した水を張ったパット移す。 ここに， ナ
ミ ハ ダ ニ が 増 殖 し た 葉 を 移 す。 飼 育条 件 は， 温 度
20�25 0 C， 湿度50 � 80 %， 光条件16L -8 D である。

チリカプリダニの飼育 : チリカ プリダニは農家が施設

栽培で使用する系統を用いる。 飼育条件は， 温度22 0 C，
湿度 60�70 %， 光条件16L -8 D である。 水を満たし
た， 縦30 cm， 横45 cm， 高 さ 8 cmの パ ット に， 23X 
l l X8 cmの生け花用 ブロッ ク を二つ設置して， そこに
ポットか ら 切り取った12 本のインゲンの苗を刺す。 週
に2 回の割合で半分の苗をハダニが寄生した新しい苗と
交換する。 この際， プロッ ク から取り除いた苗の葉は茎
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成分量お よ び剤型 試験適用濃度場

表 - 3 殺虫 ・ 殺ダニ剤の チ リ カ プ リ ダニ への影響 (OOMEN et a ! ，  199 1 )  

評価段階・4一般名 濃度
ppm al 試験 1 " 

試験 II .3 

3 日 1 0 日 31 日
試験1Il 判

ア ノ f メ ク チ ン
8 H

+
+
+
 

ア セ フ ェ ー ト

ア ミ ト ラ ズ
BT 剤
ビ フ エ ン ト リ ン
ププ ロ フ ェ ジ ン
ク ロ ノレ ピ リ ホ ス

ク ロ ブ ェ ン テ ジ ン

シベ ル メ ト リ ン

シ ロ マ ジ ン
ジ ア リ ホ ス
ダ イ ア ジ ノ ン

ジ コ ホ ル

ジ メ ト エ ー ト

エ チ オ フ ェ ン カ ル プ
酸化 ブ ェ ン プ タ ス ズ

ブ ェ ニ ト ロ チ オ ン
フ ェ ン プ ロ ノ f ト リ ン
ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス
マ ラ チ オ ン
メ ソ ミ lレ
ミ ネ ラ /レ オ イ ノレ
オ キ サ ミ ノレ
ベ ル メ ト リ ン
ピ リ ミ カ ー プ
ピ リ ミ ホ ス メ チ ル
ピ レ ト リ ン
テ フ ルベ ン ズ ロ ン
テ ト ラ ジ ホ ン
チ オ シ ク ラ ム
パ ミ ド チ オ ン

1 . 8% EC 0 . 5  N 
2 N  

0 . 5  N 
2 N  
2 N  
N 
N 
N 

0 . 25 N 
N 

300 
1 ， 200 

150 

625 
2 ， 500 

200 
400 

20 

150 
1 ， 080 

378 
1 ， 512 

92 
370 

1 ， 480 
210 
840 

3 ， 360 
500 
250 

2 ， 250 
550 

50 
50 

500 
250 

2 ， 150 
750 

500 
500 

40 
250 
160 
150 
500 

38 
99 

100 
100 

12 
40 
75 

100 + 

80% WP 

200 g/ l  EC 
3 . 2% WP 
100 g/ 1 EC 
250 g/ l SC 
25% WP 

500 g/ l  SC N 

80 

16  
98  

3 
9 

100 
100 

14  
12 
7 

29 
3 

+ 
+ 

2 N  
100 g/ 1 EC 0 . 4  N 

1 . 6 N 
N 

II 

83 86 29 + 
+ 

75% WP 
432 g/ l  EC 
180 g/ l EC 

N 
1 . 5 N 

100 
22 
47 III 

+ 
+ 

6 N  
18 . 8% WP N

N

N
N

N

N
 

お
N
l
N
4
6
N
N
川
N
N
N
3
N
4
N
N

4

1

1

2

 

l

 

nυ

 

100 
100 

3 

ハυnυ

 

l

 

十

400 g/ l  EC 

500 g/ I EC 
50% WP 

550 g/ l EC 
100 g/I WP 
200 g/ l  SL 
500 g/ 1 EC 
200 g/ l EC 
860 g/ l 
250 g/ l EC 
35% WP 
50% SG 
500 g/ 1 EC 
40 g/ l  EC 
25% EC 
80 g/ l EC 
50% WP 
400 g/ I EC 

2 N  
N
N
N
N
N
N
 

100 10 + 

50 
100 100 20 
100 

+ 
+ 

19 
73 100 26 + 

+ 100 

1
4
1

 

1
2
1

 . : N = 最 も 高 い適用濃度， 場2 : 薬剤の影響の度合い *3 : 処理 3. 10. 31 日 後の残留薬剤l影響の度合 い， 削 ・ IPM シ ス テ ム に お い て ( + : 強
い悪影響有 り ， 影縛 な い ) . Il と 1Il は さ ら に検討 を 行 う .

と切り離して ブロック中央部に戻す。

皿 室 内 試 験

第1 段階( レ ベル 1 ) : 苗か ら 切除し， 直 径 5 cm程

度の大きさに切り取ったインゲンマメの子葉に， 回転式

散布塔などを用いて所定濃度の薬剤を散布する。 登録さ

れている最も高い使用濃度で行い， 処理量は1� 2 mg/ 

cm2 とする。 処理面は全体の 80 %以上をカバ ーしなけ

ればな ら ない。 薬剤無処理区には水を処理する。 試験は

4 反 復で行う。 底に穴を開げた 9 cmのプラスチック・
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シ ャ ーレに脱脂綿と水を入れたものの中にこの葉をの
せ， 約15 分間風乾したものが試験様リーフデ ィ スクで
ある。 ダニが脱出しないよう， 葉と脱脂綿はぴったりと
接していなければならない。

餌となる 60 頭のハダニ 雌成虫を， 面相筆等を用いて
各 リ ーフデ ィ スクに放飼する。 この作業はチ リカ プリダ

ニによる餌の消費具合を見ながら， 2�3日ごとに行う。
チ リカ プリダニは， 試験開始48 時間前に卵を面相筆な

どを用いて採集しておく。 この場 合， 必 要個体数の
1 .5�2 倍程度の個体数は確保する。25 0 C， 70%RHの
温湿度条件でカ プリダニを膨化させる。 ハダニを放飼し
た り ーフデ ィ スクに， 僻化48 時間後のチ リ カ プリダニ

の幼・若虫を15 頭づっ 放飼する。 温湿度等の条件は，
25 0 C， 70%RH， 光 サ イ クル16L 8 D と す る。 こ う し
て， 同じ処理をした四つのシ ャ ーレは， 水を張ったパッ
ト(20 X20 cm) に設置する。

0日目 : 15 頭のチ リカ プリダニを各リーフデ ィ スクに
放飼するが， 移し終わった段階で再度カ プリダニを計数
し15 頭いない場合は補充する。

1日目 : チリカプ リ ダ ニを生死の別に計数する。 この
時に雌雄を見分 付て， 各 リ ーフデ ィ スクに1 頭の雄がい
るようにしなければならない。 雄がいない リ ーフデ ィ ス

クには， ストックまたは同じ処理をした他のリーフデ ィ
スクから雄を補充する。 死んだカ プリダニは取り除く。
餌となるハダニは随時加える。

6日目および 8日目 : 生存および逃亡したカ プリダニ
を計数する。 産卵された卵も計数後取り除く。

結果の評価 : 薬剤の影響の度合い(E) は次の式から
求められる。 すなわち，

S， . S， E =100 -言:言 X100 ( % )  

である。 ここで， S， は処理区のカ プリダニ 生存率; Sc 
は無処理区のカ プ リ ダ ニ生存率; R， は処理区の1 雌当

たり平 均産卵数; Rc は処理区の1 雌当たり平 均産卵数
である。 S c と S， は成虫になってから4日間の総産卵数

を生存雌成虫数で割ったものである。 計算にあたって，
逃亡した雌成虫は補正する。

第2 段階(レベルII) : 散布3日後の残留毒性をI段
階と同様な方法で調査するものである。 ポッ ト 植のイン
ゲン葉に薬剤を処理し， キ ュ ウリ等の作物が栽培されて
いる温室内に3日間(72 時間) 設置する。 薬剤処理は
子葉の幅が約7 cm程になったころが適当である。 温室
内ではキ ュ ウリ等の株の下に設置する。3日間温室に設
置しておいた株の葉を切除し， 室内で第一段階の薬剤撒
布以外の部分と同様の試験および結果の評価を行う。

IV 野外試験 ( レ ベル皿)

検定植物は， キ ュ ウリやトマトなど実際にチ リカ プリ
ダニが使われる作物であればいずれでもかまわない。 試

験は， 1 処理1 ハウスといくつかの温室を使用して行う

が， その温室は栽培条件および温湿度が同ーでなければ
ならない。 そして， それぞれの温室内のハダニおよびチ

リカ プリダニは均一でなければならない。 試験薬剤区，
二つの対照薬剤区， 無処理区を用意する。 試験区の規模
は通常の栽培条件の作物では40株， どんなに少なくと
も 8株は必要である。 供試作物は1 m以上のものを使
う。 反 復は通常4， 例外的に3 反 復であるが， 我が国で
それほどたくさんの試験用温室を持っているところはな

いので， 時期を変えて反 復を取る。 対 照薬剤区には被食

者には影響が無くチリカ プリダニには強い悪影響がある
ものと， チ リカ ブ リ ダニに全く影響がない薬剤を農家で
使われる薬剤の中から選定する。 無害対照はEU ではピ
リ ミカープなどの薬剤を選択する場合が多い。 対 照薬剤

は， 試験薬剤と同様な剤型のものを用い， 処理方法は使
用現場と同じやり方を採用する。 ド リフトはあってはな

らない。 通常， ハダニおよびチ リカ プリダニは十分な密
度でなければならない。 処理回数と処理日を記録してお

く。 濃度と処理量は登録の範囲内で最も高い値を採用す
る。 面積あたりの有効成分量も記録しておく。 くん煙剤

等の場合も温室の体積と面積あたりの処理量を記録して
おく。 また， 使用した水の量も記録しておく。 もしも，
他の薬剤を処理しなければならない場合は処理区ごとに
一様な処理を行わなければならないが， こうしたことは

最小限にしなげればならない。 試験全期間の温湿度を記

録する。40株から無作為に8株以上の株 を 選定し， 各
株l 枚以上の葉に印を付けハダニ とチ リカ プリダニの個
体数を調査する。 調査は毎週または最終処理後1， 2， 4 
または2週間ごとに調査を行う。

野外試験の結果を無害対照と比較して， 無害対照以下
の場合は “影響なし 無害対照よりも値が大きい場合
は “強い悪影響有り" と判定される。
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芳Ij!Jf!;書 昆 虫 の飼育法
湯嶋 健 ・ 釜野静也 ・ 玉木佳男 共編 B 5 判 本文 400 頁

定価 1 2 ， 2 3 2 円税込み (本体 1 1 ， 650 円 ) 送料サ ー ビ ス

飼育施設・人工飼料の調整・飼育虫の病気対策など共通性のある問題を総 論で解説し， 各 論では1 26 種の
虫ごとに材料・採集・餌・作業計画・注意事項と問題点・参考文献など実際的に飼育方法を解説した書です。
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ー そ の生物学的基礎 と 応用

小野正人 ・ 和田哲夫 著 A 5 判 本文 132 頁 + 口 絵カ ラ ー 4 頁

定価 2 ， 0 3 9 円税込み (本体 1 ， 942 円 ) 送料 310 円

農業生産現場で送粉見虫の一端を担うマルハナ パチについて， その生物学的な生態と行動について， また，
導入利用の立場からの受粉者としての役割をわかりやすく解説した書です。

若fj!Jf!;書 野菜作 り の エ キ ス パ ー ト
ーや さ し い病害虫 の 防 ぎ 方

阿部善三郎 ・ 小林五郎 ・ 伊達 昇 編 B 5 判 本文 202 頁 + 口絵 8 頁 + 付録 55 頁

定価 3 ， 9 9 日 円税込み (本体 3 ， 800 円 ) 送料 340 円

家庭などで気軽に栽培できる野菜について， 上手な栽培方法から病害虫などによる トラ ブルの防 ぎ方のポ
イン トを， 野菜作りの技術の指導と研究に従事している全国の技術および研究者がわかりやすく解説した書

です。

2 お近 く の番手底でお取1)寄せ、下さ い.
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